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社会科におけるスキルの構造とその育成方略
─ 教科・領域の固有性と横断性を視点とした一考察 ─

山田　秀和

　汎用的な資質・能力の育成とどのように関連づけて社会科のカリキュラムや授業をデザイ
ンすればよいのか。本研究は，スキル育成の観点からこの問いに対してアプローチするもの
である。
　本研究では，アメリカに手がかりを求めて考察を行い，以下の２点の成果を得た。第１は，
教科・領域横断的なスキル，教科・領域固有のスキルという観点から，社会科で育成がめざ
されるスキルの構造を整理したことである。第２は，スキルの構造を意識したスキル育成の
一方略を，具体的な事例に基づいて明らかにしたことである。本研究は革新的なスキル育成
の方略を示すものではないが，日々の実践に資する基礎的な視点を提示している。
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Ⅰ .はじめに
　汎用的な資質・能力の育成とどのように関連づけ
て社会科のカリキュラムや授業をデザインすればよ
いのか。筆者は，アメリカに事例を求め，社会科に
おけるリテラシー教育の統合に注目して，この問い
に対する研究を進めてきた（山田，2018a，2018b）。
本研究は，言語的なリテラシーに限定せず，スキル
育成というより広い観点から，この問いにアプロー
チするものである1）。
　スキルに関して日本の教育学研究で中心的な議論
になってきたのは，思考のスキルだろう。特に，批
判的思考への注目度は高く（たとえば，樋口，2013；
楠見・道田，2015，2016；柴田，2006），教科や領域
をこえて育成がめざされる重要なスキルとなってい
る。社会科教育学研究においても思考のスキルは大
きな関心となってきた（たとえば，河合，2005；鈴木，
2005）。批判的思考の研究（たとえば，石原，2010；
甲斐，2004；児玉，2001；尾原，1992；空，2008；
渡部，2011，2014，2017）や，領域固有性が強い歴
史的思考の研究（たとえば，藤岡，2010；池尻，
2015，2019； 川 上，2013； 佐 々 木，1996； 田 尻，
2018；ワインバーグ，2017；油井，2013）なども進め

られており，その蓄積は多い。
　先行研究は，各思考の定義や概念に違いがあるも
のの，社会科におけるスキルの育成を考える上で示
唆的だ。けれども，対象とする個々の思考に限定し
て論じられる傾向が強く，通常のカリキュラムや授
業とは別の特別で高度な学習を求める向きも見られ
る。日々の実践においては，教科・領域固有のスキ
ルから教科・領域横断的なスキルまでを幅広く視野
に入れてカリキュラムや授業をデザインしていくこ
とが求められるのではないだろうか。
　そこで本研究では，教科・領域の固有性と横断性
という視点から，社会科で育成がめざされるスキル
の構造を整理したい。その上で，日常的な実践にい
かせるスキル育成の方略について論じたい2）。
　そのために，本研究では，事例が豊富なアメリカ
に手がかりを求めてスキルの体系を整理し，具体的
な育成のあり方について考察する。本研究は，特に
革新的なスキル育成の方略を示すものではない。け
れども，こうした基礎的考察を通して，日々の実践
への示唆を引き出すことができるのではないかと考
えている。
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Ⅱ．社会科で育成するスキルの構造
　社会科で育成がめざされるスキルはどのような構
造になっているのだろうか。アメリカの動向やスタ
ンダード等を見ると，スキルには，教科や領域をこ
えた形で示されるものから，教科や領域に引きつけ
て示されるものまで存在する。前者のものから順に，
事例に基づいて整理してみよう。

１．教科・領域横断的なスキル
　社会科に限らず教育全般を通じて育成がめざされ
ているのが，教科や領域をまたぐ汎用的なスキルで
ある。21世紀型スキル3）や，全米レベルのコモン・
コア・ステート・スタンダード（以下，CCSSと略記）
として開発された英語／リテラシーのスタンダード
（National Governors Association Center for Best 
Practices & Council of Chief State School Officers, 
2010）が示す言語的なリテラシーなどがそれに該当
するだろう。これらは，社会生活を営む上で重要と
なる基本的な能力を提起している。
　代表的な21世紀型スキルは，2002年に設立され
た21世紀型スキル・パートナーシップ（Partnership 
for 21st Century Skills: P21）によって示されたも
のであり，アメリカの教育に影響を与えてきた。ホー
ムページに基づいてスキルの構成要素を挙げると，
以下のようになる4）。

　学習とイノベーションのスキル
　　　・創造性とイノベーション
　　　・批判的思考と問題解決
　　　・コミュニケーション
　　　・コラボレーション
　情報，メディア，テクノロジーのスキル
　　　・情報リテラシー
　　　・メディア・リテラシー
　　　・ICTリテラシー
　人生とキャリアのスキル
　　　・柔軟性と適応性
　　　・自発性と自己主導性
　　　・社会的・異文化的スキル
　　　・生産性とアカウンタビリティ
　　　・リーダーシップと責任感

　この後に立ち上がった国際研究プロジェクト「21
世紀型スキルの学びと評価（Assessment and 
Teaching of 21st Century Skills: ATC21S）」によっ
て定義されたものも類似した性格を持っている。示
されているスキルは以下の通りである（Binkley et 
al., 2012, p.36）。

　思考の方法
　　１．創造性とイノベーション
　　２．批判的思考，問題解決，意思決定
　　３．学び方の学習，メタ認知
　仕事の方法
　　４．コミュニケーション
　　５．コラボレーション（チームワーク）
　仕事のツール
　　６． 情報リテラシー（情報源，証拠，偏見に関

する調査を含む）
　　７．ICTリテラシー
　世界の中で生きる
　　８．シティズンシップ―ローカルとグローバル
　　９．人生とキャリア
　　10． 個人的・社会的責任（異文化理解と適応能

力を含む）

　２つの組織の21世紀型スキルには，カテゴリー
や用語に違いが見られる。けれども，基本的な要素
の多くは重なっている。そして，これらは，〈新し
い能力〉（松下，2010）の系譜に位置づく，人間の
全体的能力を含んだ汎用性の高いスキルといえるだ
ろう。
　さらに，アメリカにおいては，2010年に登場し
たCCSSが大きな影響を与えており，英語／リテラ
シーのスタンダードでは，大学（college）や職業
（career）に必要とされる言語的な能力が示されて
いる。ここでは，教科をこえて歴史や社会科，理科
などの学習で求められる「読むこと」「書くこと」
等のリテラシーの基準が明確にされている。このス
タンダードは，すべての州で採用されているわけで
はない。けれども，言語教科のみならず，社会科も
リテラシーの育成に積極的に関与することが求めら
れている。ここで育成がめざされている読み書きの
リテラシーも，汎用的なスキルの一部を構成するも
のと見てよいだろう。
　以上のような教科や領域をこえたスキル育成の要
請は，社会科のカリキュラムや授業の開発に大きな
影響を与えている。

２．教科・領域固有のスキル
　⑴　教科のスキル
　教科や領域を横断するスキルが注目される一方
で，社会科固有のスキルはどのように示されてきた
のだろうか。１つの典型事例として，2010年に出
版されたNCSS（全米社会科協議会）の社会科カリ
キュラム・スタンダード（National Council for the 
Social Studies, 2010）が示すスキルに注目してみよ
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う。このスタンダードには，「本質的な社会科のス
キルとストラテジー（Essential Social Studies 
Skills and Strategies）」が掲載されており，ここに
挙げられているものを標準的な社会科のスキルと見
なすことができるだろう。記されている「本質的な
社会科のスキル」は，２つのカテゴリーからなる。
　カテゴリーの１つは，リテラシー・スキルである。
ここでのリテラシーは，「社会で活動し，目標を達
成し，自分の知識や潜在能力を発達させるために情
報を使用する個人の能力」と定義され，以下のスキ
ルが挙げられている（National Council for the 
Social Studies, 2010, p.163）。

　・ 理解力と明晰さをもって聞き，読み，書き，話
す

　・ 学問領域に基づく概念的な用語を定義し，適用
する

　・ 人々，場所，出来事，そしてそれらの関係を記
述する

　・出来事を時間順に並べる
　・事実と意見を区別する
　・著者の意図を見つけ出す
　・類似性と相違性を見つけ出し，分析する
　・因果関係を分析する
　・複雑なパターン，相互作用，関係を探索する
　・様々な意見の間を区別する
　・ 抽象的な原理を使用し適用する能力を発展させ
る

　・ 個人や制度がお互いにどのように関係している
のかを探索・観察し，明確にし，分析する

　・ 適切な資料とデータを探し，分析し，批判し，
使用する

　・ 情報源の妥当性や信頼性を評価し，偏見やプロ
パガンダ，検閲を見抜く

　・ メッセージやレポートに取り組み，分析し，評
価し，作成するために，多様なメディアを使用
する

　・ 多様な歴史的，現代的な情報源や見方を調査し，
解釈し，分析する

　・ 多様な見方や準拠枠から根拠づけられた主張を
表現し，構築する

　・ 対立について分析し，永続的な論争を評価する
ことで問題への解決策を提示する

　これらのスキルには，CCSSの読み書きのリテラ
シーや21世紀型スキルの情報リテラシーとの重複
が多々見られる。たとえば，「理解力と明晰さをもっ
て聞き，読み，書き，話す」や，「適切な資料とデー

タを探し，分析し，批判し，使用する」「情報源の
妥当性や信頼性を評価し，偏見やプロパガンダ，検
閲を見抜く」などは，先の教科・領域横断的なスキ
ルに挙げたものと重なっている。ただし，一部には，
「人々，場所，出来事，そしてそれらの関係を記述
する」や「個人や制度がお互いにどのように関係し
ているのかを探索・観察し，明確にし，分析する」「多
様な歴史的，現代的な情報源や見方を調査し，解釈
し，分析する」のように，社会科の特性に応じた記
述になっているものも見られる。
　もう１つは，批判的思考スキルである。これは，「証
拠と良識に基づいて確固たる判断を行うために内容
について熟考する能力」とされ，「調査，情報，テ
クノロジーのスキル」という記載のもとで以下のカ
テゴリーが示されている（National Council for the 
Social Studies, 2010, p.164）。

　情報をみつける
　情報を探索する
　利用可能な形態に情報を整理する
　 コンピューターベースの技術やメディア／通信技
術を使用する
　情報を解釈する
　情報を分析する
　情報を総合する
　情報を評価する

　ここでは，紙幅の関係で，それぞれのカテゴリー
ごとに示されている個々の具体的なスキルを省略し
ている。このスキルも，CCSSのリテラシーや，21
世紀型スキルの批判的思考，情報リテラシー，ICT
リテラシーと大きく重なっている。地図や地球儀，
人工遺物などを活用するスキルも挙げられており，
社会科ならではの要素も見られるが，多くが調査や
情報活用の一般的なスキルになっている。
　NCSSが示唆するリテラシー・スキルや批判的思
考スキルは，教科・領域横断的なスキルのうちの，
特に，情報を批判的に読み解き，使用することに関
するスキルに重点化した形になっている。社会科と
いう教科の本質的なスキルに位置づけられてはいる
ものの，実質的には，汎用的な性格が強いものとなっ
ている。

　⑵　領域のスキル
　社会科の場合，実際には領域固有のスキルに教科
の独自性が表れてくる。歴史領域を例にしてスキル
の内実を見てみよう。
　歴史領域固有のスキルの典型事例として，1996年
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されているスキルは以下の通りである（Binkley et
al., 2012, p.36）。

　思考の方法
　　１．創造性とイノベーション
　　２．批判的思考，問題解決，意思決定
　　３．学び方の学習，メタ認知
　仕事の方法
　　４．コミュニケーション
　　５．コラボレーション（チームワーク）
　仕事のツール
　　６．情報リテラシー（情報源，証拠，偏見に関

する調査を含む）
　　７．ICTリテラシー
　世界の中で生きる
　　８．シティズンシップ―ローカルとグローバル
　　９．人生とキャリア
　　10．個人的・社会的責任（異文化理解と適応能

力を含む）

　２つの組織の21世紀型スキルには，カテゴリー
や用語に違いが見られる。けれども，基本的な要素
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全体的能力を含んだ汎用性の高いスキルといえるだ
ろう。
　さらに，アメリカにおいては，2010年に登場し
たCCSSが大きな影響を与えており，英語／リテラ
シーのスタンダードでは，大学（college）や職業
（career）に必要とされる言語的な能力が示されて
いる。ここでは，教科をこえて歴史や社会科，理科
などの学習で求められる「読むこと」「書くこと」
等のリテラシーの基準が明確にされている。このス
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はない。けれども，言語教科のみならず，社会科も
リテラシーの育成に積極的に関与することが求めら
れている。ここで育成がめざされている読み書きの
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２．教科・領域固有のスキル
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出版の歴史ナショナル・スタンダード（National 
Center for History in the Schools, 1996）に注目した
い。このスタンダードは，大きく２つの構成要素か
らなる。1つは歴史的思考，もう１つは具体的な内
容を示す歴史的理解である。この２つが合わさった
ところに学習が成立するものと考えられている。
　このうちの歴史的思考は，「歴史的思考スキル」
とも表記されており，幼稚園から第４学年と第５学
年から第12学年に大きく分けて具体化されている。
一覧表にしたものが表１である。
　歴史的思考は，「年代順の思考」「歴史的な理解」「歴
史的な分析と解釈」「歴史的な調査の能力」「歴史的
な問題分析と意思決定」の５つのカテゴリーのもと
で，個々のスキルを列挙するように記されている。
　歴史ナショナル・スタンダードの歴史的思考は，
当然ではあるが，NCSSのものよりも，歴史を読み
解き，構成していく歴史領域ならではのスキルを強
調している。「年代順の思考」にあるタイムライン
を活用するスキルや，「歴史的な理解」にある歴史
の推移を捉えるスキルは，歴史領域固有の性格が強
いものといえよう。その他にも，歴史的必然性につ
いて思考したり，歴史的な語りを比較したりするス
キル等も示されている。さらに，時系列や時代の文
脈を丁寧に踏まえて歴史を分析し解釈するスキルは
もちろんのこと，問題解決や意思決定に関連させて
歴史を読み解くスキルも含まれている。歴史と関わ
り，歴史的に考えるための思考スキルが明確にされ
ている。
　ここでは歴史領域について示したが，スキル育成
の側面から見ると，社会科では，地理や政治，経済
など様々な領域のスキルを活用させ，鍛えていくこ
とが中心となる。しかし，それらが先に示した教科・
領域横断的で汎用性の高いスキルの育成にもつなが
るようにカリキュラムや授業をデザインすることが
求められている。

Ⅲ．スキルの構造を意識したスキル育成の方略
　スキルの構造を意識して，それらの幅広い育成を
めざすならば，どのような方法が考えられるだろう
か。ここでは，ホートン・ミフリン・ハーコート出
版社の『コア・スキル社会科（Core Skills Social 
Studies）』シリーズを事例にして，スキル育成の方
略を考察してみたい。特に，Ⅱで示したスキルの構
造との関係が見えやすくなるよう，歴史領域の内容
（アメリカ史）で構成される『コア・スキル社会科：
第５学年』（Houghton Mifflin Harcourt Publishing 
Company, 2014）を取り上げよう。
　なお，『コア・スキル社会科』は，第１学年から

第６学年までの書き込み型ワークブックである。一
般的な社会科カリキュラムに対応するように開発さ
れており，家庭学習にも使用されるものと考えられ
る。『コア・スキル社会科』は，どのようなスキル
をねらいにしているかについて述べているわけでは
ないし，カリキュラムや授業のあり方に言及してい
るわけでもない。けれども，現代の教育が求める幅
広い次元のスキル育成を視野に入れて作成されてい
るものと考えられる。ここでは，『コア・スキル社
会科』の分析を通して，カリキュラムや授業のデザ
インに資する示唆を引き出したい。

１． スキルの独立的な学習と内容理解に結びつけた
スキルの学習

　『コア・スキル社会科：第５学年』は，６つの単
元で構成されている。単元末には，スキル・ビルダー
と称される活動と，各単元の内容を確認する選択式
の問題および論述式の「思考と記述（THINKING 
AND WRITING）」からなるテストが示されている。
スキル・ビルダーとテストで構成される２つの課題
は，各単元の重点項目とみなすことができる。単元
の名称と単元末の２つの課題を一覧にして示すと，
表２のようになる。なお，スキル・ビルダーのリー
ド文や地図・グラフ等と，テストに含まれる選択式
内容確認問題については省略している。
　単元は，時系列にしたがって構成され，一般的な
アメリカ史の流れをおさえることができるように
なっている。２つの課題を見ると，スキルそれ自体
の学習を重点的に行うスキル・ビルダーと，内容理
解に結びつけてスキルの学習を行う「思考と記述」
という２タイプの活動のあり方を読み取ることがで
きる。
　スキル・ビルダーは，第１単元，第２単元，第３
単元，第６単元が地図の読み取りに関するものであ
る。第４単元，第５単元はグラフの読み取りに関す
るものである。他の学年のものを見ても全体的に地
図を用いた活動が多く，社会科に関係する基本スキ
ルを集中的に習得させるように計画されている。ス
キル・ビルダーの問いは，各時代の内容に関連して
はいるものの，単元の本筋とは別立ての独立性が高
いものとなっている。
　たとえば，第１単元のスキル・ビルダーは，地図
の凡例を読み取ったり，位置を確認したりして旅の
ルートをたどる活動となっている。第２単元も同様
に，戦闘地図を読み取る活動となっている。第４単
元では，二重棒グラフを読み取り，南北戦争におけ
る北部と南部を比較する活動が用意されている。第
５単元では，労働組合の組合員数の推移を折れ線グ

− 14 −
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表１　歴史ナショナル・スタンダードにおける歴史的思考
スタン
ダード 幼稚園～第４学年 第５学年～第12学年

１
　
年
代
順
の
思
考

Ａ．過去，現在，未来を区別する。
Ｂ． 歴史的な語りや物語の時間的な構造を明らかにす

る。
Ｃ． 自分の歴史的な語りを構築する際に時間の順序を
確立する。

Ｄ．暦時間をはかり，算出する。
Ｅ．タイムラインで示されたデータを解釈する。
Ｆ．タイムラインをつくる。
Ｇ．変化と連続性を経時的に説明する。

Ａ．過去，現在，未来を区別する。
Ｂ． 歴史的な語りや物語の時間的な構造を明らかにす
る。

Ｃ． 自分の歴史的な語りを構築する際に時間の順序を
確立する。

Ｄ．暦時間をはかり，算出する。
Ｅ．タイムラインで示されたデータを解釈する。
Ｆ．歴史的な連続と継続のパターンを再構成する。
Ｇ．時代区分の代替的なモデルを比較する。

２
　
歴
史
的
な
理
解

Ａ． 歴史的文書や語りの著者あるいは情報源を明らか
にする。

Ｂ．歴史の推移の文字通りの意味を再構成する。
Ｃ． 歴史的な語りが述べている中心的な問いを明らか
にする。

Ｄ．歴史的な語りを想像力豊かに読む。
Ｅ．歴史的見方を理解する。
Ｆ．歴史地図のデータを利用する。
Ｇ． グラフで示された視覚的・数学的データを利用す
る。

Ｈ． 写真，絵画，風刺画，意匠図で示された視覚的デー
タを利用する。

Ａ．歴史の推移の文字通りの意味を再構成する。
Ｂ． 歴史的な語りが述べている中心的な問いを明らか
にする。

Ｃ．歴史的な語りを想像力豊かに読む。
Ｄ．歴史的見方を明示する。
Ｅ．歴史地図のデータを利用する。
Ｆ． チャート，表，円グラフ，棒グラフ，フローチャー
ト，ベン図，他のグラフィック・オーガナイザー
で示された視覚的・数学的データを利用する。

Ｇ．視覚的，文学的，音楽的な情報源を利用する。

３
　
歴
史
的
な
分
析
と
解
釈

Ａ． 探究と分析に焦点化するために問いを定式化する。
Ｂ． 異なる考え，価値観，性格，行動，制度を比較対
照する。

Ｃ．歴史的フィクションを分析する。
Ｄ．事実とフィクションを区別する。
Ｅ． 歴史的人物，時代，出来事に関する異なる物語を
比較する。

Ｆ．歴史的物語の中の実例を分析する。
Ｇ．複数の見方を考察する。
Ｈ． 歴史的行動を分析することにおいて原因を説明す
る。

Ｉ．歴史的必然性の議論に挑む。
Ｊ．過去の影響を仮説にする。

Ａ． 歴史的文書や語りの著者あるいは情報源を明らか
にする。

Ｂ． 異なる考え，価値観，性格，行動，制度を比較対
照する。

Ｃ．歴史的事実と歴史的解釈を区別する。
Ｄ．多様な見方を考察する。
Ｅ． 人物の重要性，思想の影響，機会の役割を含めて，
因果関係や複数の原因を分析する。

Ｆ．歴史的必然性の議論に挑む。
Ｇ．対立している歴史的な語りを比較する。
Ｈ．歴史の解釈を暫定的なものとして保持する。
Ｉ．歴史家の間の主要な論争を評価する。
Ｊ．過去の影響を仮説にする。

４
　
歴
史
的
な
調

査
の
能
力

Ａ．歴史的な問いを定式化する。
Ｂ．歴史的なデータを獲得する。
Ｃ．歴史的なデータを問いただす。
Ｄ． 時間と空間についての必要とされる知識をまとめ，
物語や説明，歴史的な語りを構成する。

Ａ．歴史的な問いを定式化する。
Ｂ．歴史的なデータを獲得する。
Ｃ．歴史的なデータを問いただす。
Ｄ． 利用可能な記録にある相違を明らかにし，時間と
空間についての文脈上の知識と見方をまとめ，適
切な歴史解釈を構成する。

５
　
歴
史
的
な
問
題
分

析
と
意
思
決
定

Ａ．過去の問題とジレンマを明らかにする。
Ｂ．関連する様々な人々の関心と価値観を分析する。
Ｃ．問題やジレンマの原因を明らかにする。
Ｄ． 問題に取り組むための代替的な選択肢を提案する。
Ｅ．論争に関する立場や行動方針を定式化する。
Ｆ．選択された解決策を明らかにする。
Ｇ．決定の結果について評価する。

Ａ．過去の論争や問題を明らかにする。
Ｂ． 問題や別の行動方針の一因となった先行状況や同
時代の要因についての証拠をまとめる。

Ｃ．関連する歴史的先例を明らかにする。
Ｄ．別の行動方針を評価する。
Ｅ．論争に関する立場や行動方針を定式化する。
Ｆ．決定の実行について評価する。

（National Center for History in the Schools，1996，pp.15-16，60-61より訳出して作成。）
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出版の歴史ナショナル・スタンダード（National
Center for History in the Schools, 1996）に注目した
い。このスタンダードは，大きく２つの構成要素か
らなる。1つは歴史的思考，もう１つは具体的な内
容を示す歴史的理解である。この２つが合わさった
ところに学習が成立するものと考えられている。
　このうちの歴史的思考は，「歴史的思考スキル」
とも表記されており，幼稚園から第４学年と第５学
年から第12学年に大きく分けて具体化されている。
一覧表にしたものが表１である。
　歴史的思考は，「年代順の思考」「歴史的な理解」「歴
史的な分析と解釈」「歴史的な調査の能力」「歴史的
な問題分析と意思決定」の５つのカテゴリーのもと
で，個々のスキルを列挙するように記されている。
　歴史ナショナル・スタンダードの歴史的思考は，
当然ではあるが，NCSSのものよりも，歴史を読み
解き，構成していく歴史領域ならではのスキルを強
調している。「年代順の思考」にあるタイムライン
を活用するスキルや，「歴史的な理解」にある歴史
の推移を捉えるスキルは，歴史領域固有の性格が強
いものといえよう。その他にも，歴史的必然性につ
いて思考したり，歴史的な語りを比較したりするス
キル等も示されている。さらに，時系列や時代の文
脈を丁寧に踏まえて歴史を分析し解釈するスキルは
もちろんのこと，問題解決や意思決定に関連させて
歴史を読み解くスキルも含まれている。歴史と関わ
り，歴史的に考えるための思考スキルが明確にされ
ている。
ここでは歴史領域について示したが，スキル育成

の側面から見ると，社会科では，地理や政治，経済
など様々な領域のスキルを活用させ，鍛えていくこ
とが中心となる。しかし，それらが先に示した教科・
領域横断的で汎用性の高いスキルの育成にもつなが
るようにカリキュラムや授業をデザインすることが
求められている。

Ⅲ．スキルの構造を意識したスキル育成の方略
スキルの構造を意識して，それらの幅広い育成を

めざすならば，どのような方法が考えられるだろう
か。ここでは，ホートン・ミフリン・ハーコート出
版社の『コア・スキル社会科（Core Skills Social
Studies）』シリーズを事例にして，スキル育成の方
略を考察してみたい。特に，Ⅱで示したスキルの構
造との関係が見えやすくなるよう，歴史領域の内容
（アメリカ史）で構成される『コア・スキル社会科：
第５学年』（Houghton Mifflin Harcourt Publishing
Company, 2014）を取り上げよう。
なお，『コア・スキル社会科』は，第１学年から

第６学年までの書き込み型ワークブックである。一
般的な社会科カリキュラムに対応するように開発さ
れており，家庭学習にも使用されるものと考えられ
る。『コア・スキル社会科』は，どのようなスキル
をねらいにしているかについて述べているわけでは
ないし，カリキュラムや授業のあり方に言及してい
るわけでもない。けれども，現代の教育が求める幅
広い次元のスキル育成を視野に入れて作成されてい
るものと考えられる。ここでは，『コア・スキル社
会科』の分析を通して，カリキュラムや授業のデザ
インに資する示唆を引き出したい。

１．スキルの独立的な学習と内容理解に結びつけた
スキルの学習

『コア・スキル社会科：第５学年』は，６つの単
元で構成されている。単元末には，スキル・ビルダー
と称される活動と，各単元の内容を確認する選択式
の問題および論述式の「思考と記述（THINKING
AND WRITING）」からなるテストが示されている。
スキル・ビルダーとテストで構成される２つの課題
は，各単元の重点項目とみなすことができる。単元
の名称と単元末の２つの課題を一覧にして示すと，
表２のようになる。なお，スキル・ビルダーのリー
ド文や地図・グラフ等と，テストに含まれる選択式
内容確認問題については省略している。
　単元は，時系列にしたがって構成され，一般的な
アメリカ史の流れをおさえることができるように
なっている。２つの課題を見ると，スキルそれ自体
の学習を重点的に行うスキル・ビルダーと，内容理
解に結びつけてスキルの学習を行う「思考と記述」
という２タイプの活動のあり方を読み取ることがで
きる。
　スキル・ビルダーは，第１単元，第２単元，第３
単元，第６単元が地図の読み取りに関するものであ
る。第４単元，第５単元はグラフの読み取りに関す
るものである。他の学年のものを見ても全体的に地
図を用いた活動が多く，社会科に関係する基本スキ
ルを集中的に習得させるように計画されている。ス
キル・ビルダーの問いは，各時代の内容に関連して
はいるものの，単元の本筋とは別立ての独立性が高
いものとなっている。
　たとえば，第１単元のスキル・ビルダーは，地図
の凡例を読み取ったり，位置を確認したりして旅の
ルートをたどる活動となっている。第２単元も同様
に，戦闘地図を読み取る活動となっている。第４単
元では，二重棒グラフを読み取り，南北戦争におけ
る北部と南部を比較する活動が用意されている。第
５単元では，労働組合の組合員数の推移を折れ線グ
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表２　『コア・スキル社会科：第５学年』における単元末の課題

単元 単元末の課題

１
　
探
検
と
入
植

スキル・ビルダー：
地図でルートを見
つける

１． 地図の凡例は，探検家がとったルートにどのようなパターンがあるのかを表している。
また，探検家の国籍といつ旅を行ったのかを示している。中国の探検家は誰か？

２．どの探検家がアジアをほぼ横断してヨーロッパから東方に旅を行ったのか？
３．どの探検家が最も南に旅をしたのか？
４．地図上の１人の探検家のみが大西洋のルートをとっている。それは誰か？
５．地上を旅した方がはやいのか，それとも海上か？　それはなぜか？

テスト 【思考と記述】
宗教的自由の要求はアメリカへの移住にどのように影響したのだろうか？

２
　
自
由
を
求
め
る

スキル・ビルダー：
戦闘地図を読む

１． ジョージ・ワシントンは最初の戦闘の際にイギリス側と戦った。最初の戦闘の名称と
日付を書きなさい。

２． ほとんどの戦闘はフランスの植民地で起こったのか，それともイギリスの植民地で起
こったのか？

３． 1758年，イギリスの艦隊はルイブール要塞に向けて出航し，要塞を占領した。ルイブー
ル要塞に〇をしなさい。

４． ルイブール要塞の占領後，イギリスはセントローレンス川を下り，ケベックの戦いで
フランスを破った。ルイブール要塞からケベックまでのルートをたどりなさい。

テスト
【思考と記述】
フランスやドイツ，ポーランドの人々の助けがなくても植民地の人々は戦争に勝てたと思
うか？　なぜそう思うのか，あるいはなぜそう思わないのかを述べなさい。

３
　
大
西
洋
か
ら
太
平
洋

へ
スキル・ビルダー：
歴史的なルート・
マップを読む

１． 地図の凡例を見なさい。アメリカ・インディアンは現在のオクラホマに進んだ。その
地域の名称は何か？

２．チカソー族が彼らの土地を追われたのは何年か？
３．どのアメリカ・インディアン集団が最も遠くに移動しなければならなかったのか？
４．地図上のメキシコの部分を塗りなさい。

テスト
【思考と記述】
フランスやメキシコから獲得した新しい土地は，開拓者や移住者の生活をどのように変化
させたのだろうか？

４
　
分
裂
し
た
国

スキル・ビルダー：
二重棒グラフを読
む

１．どちらの人口が多かったのか？
２．どちらのビジネスの額が大きかったのか？
３．連合（南部）よりも連邦（北部）の方がどれくらい多く兵士がいたのか？
４． 南北戦争の初期にはどちらの方が強かったと思うか？　あなたの答えを説明するため
に棒グラフの情報を用いなさい。

テスト 【思考と記述】
北部が南北戦争に勝利するのに輸送はどのような役割を果たしたのだろうか？

５
　
国
が
成
長
す
る

スキル・ビルダー：
折れ線グラフを読
む

１． 1900年にどれくらいの労働者が労働組合に入っていたのか？　正しい答えに〇をしな
さい。

　　　1,000,000人以下 　ちょうど1,000,000人　　1,000,000人以上
２．1900年から1905年の間に組合員は増えているか，減っているか？
３．どの期間に組合員の数は横ばいになっているのか？
４．1920年にどれくらいの人々が労働組合に入っていたのか？
５． この折れ線グラフは，労働者がよりよい賃金や短い労働時間を獲得するのに労働組合

が役立っていたことをどのように表しているだろうか？

テスト
【思考と記述】
鉄道やホームステッド法は，大平原のアメリカ・インディアンの生活をどのように変化さ
せたのだろうか？

６
　
世
界
の
権
力

スキル・ビルダー：
差し込み図と合わ
せて地図を使う

１．真珠湾を日本が攻撃した日付を見つけるためにはどちらの地図を使えばよいか？
２．真珠湾攻撃の後，日本は領土を獲得したのか，それとも失ったのか？
３．1942年の終わりまでにフィリピンはどこが占領したのか？
４．オアフ島は台湾よりも大きいか，小さいか？

テスト 【思考と記述】
暴力を抑えるためにあなたができることは何だと思うか？

（Houghton Mifflin Harcourt Publishing Company, 2014の各単元末の“Skill Builder”と“Test”を訳出して作成。“Skill Builder”のリー
ド文や地図・グラフ等と，“Test”の選択式内容確認問題は省略している。）

− 16 −
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ラフで読む活動が示されている。地図やグラフの読
み取りそのものが活動の目的となっている。
　それに対して，テストの「思考と記述」の問いは，
歴史解釈を形成し，表現するスキルの育成に関する
ものとなっている。
　たとえば，第１単元では，「宗教的自由の要求は
アメリカへの移住にどのように影響したのだろう
か？」となっており，因果関係や影響を思考して，
文章を書く活動となっている。第３単元や第４単元，
第５単元も同様の傾向になっている。
　第２単元は，「フランスやドイツ，ポーランドの
人々の助けがなくても植民地の人々は戦争に勝てた
と思うか？　なぜそう思うのか，あるいはなぜそう
思わないのかを述べなさい」となっており，別の歴
史の可能性を思考するやや高度な活動となってい
る。また，第６単元は，「暴力を抑えるためにあな
たができることは何だと思うか？」となっており，
歴史的な問題分析を踏まえて自らの行動について考
え，記述するという発展的な活動となっている。
　以上のように，単元末の２つの課題は，スキルそ
れ自体の独立的な学習と，内容理解に結びつけたス
キルの学習という組み合わせで成立している。この
ような２種類のスキル育成の組み込み方は，カリ
キュラムや授業をデザインする際の１つの視点とな
るだろう。

２． 教科・領域横断的なスキルの育成を意識した教
科・領域固有のスキルの学習

　『コア・スキル社会科：第５学年』におけるスキ
ル育成の大きな傾向性を見てきた。そのうちの，単
元末テストは内容理解に結びつけたスキルの学習と
なっていた。実際には，それに至るまでの単元内の
個々の活動の多くも，内容理解に結びつけたスキル
の学習となっている。これらがどのような性質を
持っているのかについて注目したい。
　『コア・スキル社会科：第５学年』の単元の活動
を詳細に見てみると，教科・領域横断的なスキルの
育成を意識した教科・領域固有のスキルの学習に
なっていることを読み取ることができる。
　第５単元「国が成長する」（Houghton Mifflin 
Harcourt Publishing Company, 2014, pp.88-112）を
取り上げてみよう。この単元は，第12章「産業と移
民，1870―1910」，第13章「フロンティアの終焉，
1860―1890」，第14章「新しいアメリカ，1898―1918」
からなる。それぞれの章の内容を整理したものが表
３である。「問いと活動」の欄には，記されている
問いを示すとともに，それに答えるための活動を筆
者が内容から判断して示している。多くを占める「文

章の読み取り」は，本文記述に込められた答えを引
き出す活動である。「文章からの推論」は，対応す
る記述に答えが直接的に示されているわけではない
ので，それをもとに思考して答えを導く活動である。
地図に関する活動にも「読み取り」と「推論」を行
わせるものが見られる。表の右列は，それぞれの問
いに対する活動を，歴史ナショナル・スタンダード
の歴史的思考と照らして分析し，どのようなスキル
の育成が特に想定されているのかを，文章を簡潔に
して示したものである。番号と記号は，表１の「第
５学年～第12学年」の歴史的思考スキルと対応し
ている。
　『コア・スキル社会科：第５学年』から見えてく
るスキル育成の特質の第１は，歴史的思考スキルを，
情報の扱いに関する批判的思考や読み書きのリテラ
シーの育成と意識的につなげて学習させようとして
いることである。表３に示したように，ほとんどの
活動は「歴史的な理解」に関わるスキルをねらいと
している。地図の読み取りや視覚的・数学的データ
の読み取りもあるが，活動の中心は，歴史的な語り
を想像力豊かに読むことである。また，章末の「章
のチェックアップ」にも「思考と記述」の活動が用
意されている。たとえば，「なぜ移民は合衆国に来
たのだろうか？」（第12章）のように章の中心的な
内容に関わる問いが示され，答えを記述することが
求められている。ここには文章や地図は掲載されて
いない。この活動は，歴史ナショナル・スタンダー
ドの歴史的思考のうち，どれも「４　歴史的な調査
の能力：D　歴史解釈の構成」に関わるスキルをね
らいにしているものと考えられる。「３　歴史的な
分析と解釈」の因果関係や原因を分析するスキルに
も関わるものと考えられるが，実際には，それまで
に考察した本文記述や地図等を振り返り，そこから
得た知識をまとめて歴史解釈を構成する活動となっ
ている。教材自体の情報量が多いわけではなく，そ
れほど高度な調査が要求されているわけではないの
で，解釈も断片的で初歩的なものにとどまることが
想定されるが，子どもなりの文章で表現することが
求められている。これらの活動は，歴史領域のスキ
ル育成をねらいとしつつ，論理や言語の領域にも関
わる学習となっている。
　特質の第２は，以上のようなスキルを育成するた
めに，「文章の読み取り」や「文章からの推論」を
活動の中軸にしていることである。この教材に示さ
れている問いは，「文章の読み取り」を求めるもの
が中心である。たとえば，第12章にある「教育は
移民にとってどのような役割を果たしたのか？」や
「移民は自分たちの文化を保つために何をしたの
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表２　『コア・スキル社会科：第５学年』における単元末の課題

単元 単元末の課題

１

探
検
と
入
植

スキル・ビルダー：
地図でルートを見
つける

１．地図の凡例は，探検家がとったルートにどのようなパターンがあるのかを表している。
また，探検家の国籍といつ旅を行ったのかを示している。中国の探検家は誰か？

２．どの探検家がアジアをほぼ横断してヨーロッパから東方に旅を行ったのか？
３．どの探検家が最も南に旅をしたのか？
４．地図上の１人の探検家のみが大西洋のルートをとっている。それは誰か？
５．地上を旅した方がはやいのか，それとも海上か？　それはなぜか？

テスト 【思考と記述】
宗教的自由の要求はアメリカへの移住にどのように影響したのだろうか？

２

自
由
を
求
め
る

スキル・ビルダー：
戦闘地図を読む

１．ジョージ・ワシントンは最初の戦闘の際にイギリス側と戦った。最初の戦闘の名称と
日付を書きなさい。

２．ほとんどの戦闘はフランスの植民地で起こったのか，それともイギリスの植民地で起
こったのか？

３．1758年，イギリスの艦隊はルイブール要塞に向けて出航し，要塞を占領した。ルイブー
ル要塞に〇をしなさい。

４．ルイブール要塞の占領後，イギリスはセントローレンス川を下り，ケベックの戦いで
フランスを破った。ルイブール要塞からケベックまでのルートをたどりなさい。

テスト
【思考と記述】
フランスやドイツ，ポーランドの人々の助けがなくても植民地の人々は戦争に勝てたと思
うか？　なぜそう思うのか，あるいはなぜそう思わないのかを述べなさい。

３

大
西
洋
か
ら
太
平
洋

へ
スキル・ビルダー：
歴史的なルート・
マップを読む

１．地図の凡例を見なさい。アメリカ・インディアンは現在のオクラホマに進んだ。その
地域の名称は何か？

２．チカソー族が彼らの土地を追われたのは何年か？
３．どのアメリカ・インディアン集団が最も遠くに移動しなければならなかったのか？
４．地図上のメキシコの部分を塗りなさい。

テスト
【思考と記述】
フランスやメキシコから獲得した新しい土地は，開拓者や移住者の生活をどのように変化
させたのだろうか？

４

分
裂
し
た
国

スキル・ビルダー：
二重棒グラフを読
む

１．どちらの人口が多かったのか？
２．どちらのビジネスの額が大きかったのか？
３．連合（南部）よりも連邦（北部）の方がどれくらい多く兵士がいたのか？
４．南北戦争の初期にはどちらの方が強かったと思うか？　あなたの答えを説明するため
に棒グラフの情報を用いなさい。

テスト 【思考と記述】
北部が南北戦争に勝利するのに輸送はどのような役割を果たしたのだろうか？

５

国
が
成
長
す
る

スキル・ビルダー：
折れ線グラフを読
む

１．1900年にどれくらいの労働者が労働組合に入っていたのか？　正しい答えに〇をしな
さい。

　　　1,000,000人以下　ちょうど1,000,000人　　1,000,000人以上
２．1900年から1905年の間に組合員は増えているか，減っているか？
３．どの期間に組合員の数は横ばいになっているのか？
４．1920年にどれくらいの人々が労働組合に入っていたのか？
５．この折れ線グラフは，労働者がよりよい賃金や短い労働時間を獲得するのに労働組合
が役立っていたことをどのように表しているだろうか？

テスト
【思考と記述】
鉄道やホームステッド法は，大平原のアメリカ・インディアンの生活をどのように変化さ
せたのだろうか？

６

世
界
の
権
力

スキル・ビルダー：
差し込み図と合わ
せて地図を使う

１．真珠湾を日本が攻撃した日付を見つけるためにはどちらの地図を使えばよいか？
２．真珠湾攻撃の後，日本は領土を獲得したのか，それとも失ったのか？
３．1942年の終わりまでにフィリピンはどこが占領したのか？
４．オアフ島は台湾よりも大きいか，小さいか？

テスト 【思考と記述】
暴力を抑えるためにあなたができることは何だと思うか？

（Houghton Mifflin Harcourt Publishing Company, 2014の各単元末の“Skill Builder”と“Test”を訳出して作成。“Skill Builder”のリー
ド文や地図・グラフ等と，“Test”の選択式内容確認問題は省略している。）
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表３　『コア・スキル社会科：第５学年』の第５単元「国が成長する」の内容構成

章 見出し 問いと活動
歴史的思考

［歴史ナショナル・スタンダードとの対応］

12
　
産
業
と
移
民
、1870–1910

（なし）

このページで示されている１つの発明を選び，
それが生活をどのように便利にしたのか，あ
るいはよりよくしたのかを述べなさい。（タイ
プライターや蓄音機などの絵をもとにした考
察）

１　年代順の思考
（F　歴史的な連続と継続のパターンの再
構成）

鋼鉄と「黒い
接着剤」

ガソリンはある重要な新しい発明に必要だっ
た。それは何か？（文章からの推論）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

移民の国

どの移民集団が合衆国への旅で船を使用した
のか？　どの集団がおそらく使わなかったの
だろうか？（文章からの推論）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

下のグラフを見なさい。このような折れ線グ
ラフは，あることがらの時期ごとの変化を示
している。このグラフは1820年から1929年の
間にこの国に来た移民の数を示している。最
も多くの移民が来たのはどの年代だろうか？
　その期間を通じてどれくらいの移民が来た
のだろうか？（グラフの読み取り）

２　歴史的な理解
（F　視覚的・数学的データの利用）

新しい生活 （なし） （なし）

厳しい生活

教育は移民にとってどのような役割を果たし
たのか？（文章の読み取り）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

移民は自分たちの文化を保つために何をした
のか？（文章の読み取り）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

仕事
工場労働者にとって生活はどのようなもの
だったのか？（文章の読み取り）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

労働組合がつ
くられる

なぜ組合は工場主に労働者の要求を聞かせる
ことができたのだろうか？（文章の読み取り）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

章のチェック
アップ

（選択式内容確認問題：省略）
【思考と記述】
なぜ移民は合衆国に来たのだろうか？

４　歴史的な調査の能力
（D　歴史解釈の構成）

13
　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
終
焉
、1860–1890

鉄道がフロン
ティアを変化さ
せる

人々は，今日，長距離をどのように移動する
だろうか？（文章をもとにした過去と現在の
比較）

１　年代順の思考
（A　過去，現在，未来の区別）

大陸横断鉄道
が建設される

下の地図は合衆国の線路を示している。サク
ラメントからオマハまでのセントラル・パシ
フィック鉄道とユニオン・パシフィック鉄道
のルートをたどりなさい。２つの新しい鉄道
が交わるユタ州の都市プロモントリーに〇を
しなさい。（地図の読み取り）

２　歴史的な理解
（E　歴史地図のデータの利用）

大陸横断鉄道を建設するのは労働者にとって
なぜ困難だったのだろうか？（文章の読み取
り）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）
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アメリカ・イ
ンディアンの
生活

下の地図を見なさい。地図の中で最大の居留
地を見つけて〇をしなさい。それはどの州に
位置しているだろうか？（地図の読み取り）

２　歴史的な理解
（E　歴史地図のデータの利用）

東から来た狩人にバッファローが殺された時，
大平原のアメリカ・インディアンに何が起こっ
たのだろうか？（文章からの推論）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

入植者が大平
原に定住する

もしあなたが入植者だったら，何を持ってい
くだろうか？（文章からの推論）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

農業が大きな
ビジネスになる

機械は，大平原の農家にとってどのように役
立ったのだろうか？（文章の読み取り）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

カウボーイ
なぜ牧場経営者は有刺鉄線を使ったのだと思
うか？（文章からの推論）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

章のチェック
アップ

（選択式内容確認問題：省略）
【思考と記述】
鉄道は大平原のアメリカ・インディアンの生
活様式をどのように破壊したのだろうか？

４　歴史的な調査の能力
（D　歴史解釈の構成）

14
　
新
し
い
ア
メ
リ
カ
、1898–1918

（なし）
1800年代の終わりに比べて，今日，州はどれ
くらい多くなったのか？（文章をもとにした
過去と現在の比較）

１　年代順の思考
（A　過去，現在，未来の区別）

スペインとの
戦争

104ページの地図でキューバを見つけなさい。
なぜ合衆国はキューバでの戦争を心配したの
だと思うか？（文章からの推論／地図からの
推論）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）
（E　歴史地図のデータの利用）

キューバのアメリカ兵はなぜ馬に乗ったのだ
と思うか？（文章からの推論）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

進歩主義時代

なぜ人々は危険で低賃金の仕事をしていたの
だろうか？（文章の読み取り）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

『ジャングル』は何について書かれた本だった
のか？（文章の読み取り）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

世界大戦
下の地図を見なさい。ヨーロッパの国々の多
くが属していたのはどちら側か？（地図の読
み取り）

２　歴史的な理解
（E　歴史地図のデータの利用）

合衆国と第一
次世界大戦

第一次世界大戦の間，兵士はなぜ塹壕で生活
していたのだと思うか？（文章からの推論）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

戦後
どのようなものを陸軍や海軍は必要としてい
たのか？（文章からの推論）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

章のチェック
アップ

（選択式内容確認問題：省略）
【思考と記述】
第一次世界大戦は，合衆国の女性の生活をど
のように変化させたのだろうか？

４　歴史的な調査の能力
（D　歴史解釈の構成）

（Houghton Mifflin Harcourt Publishing Company, 2014, pp.88-110をもとに作成。「問いと活動」の中に記した個々の活動は筆者が内容
から判断して示したものである。また，「歴史的思考」は，それぞれの活動を歴史ナショナル・スタンダードの歴史的思考（表１）に
照らして分析し，どのようなスキルの育成が特に想定されているのかを簡潔に示したものである。）
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表３　『コア・スキル社会科：第５学年』の第５単元「国が成長する」の内容構成

章 見出し 問いと活動
歴史的思考

［歴史ナショナル・スタンダードとの対応］

12

産
業
と
移
民
、1870–1910

（なし）

このページで示されている１つの発明を選び，
それが生活をどのように便利にしたのか，あ
るいはよりよくしたのかを述べなさい。（タイ
プライターや蓄音機などの絵をもとにした考
察）

１　年代順の思考
（F　歴史的な連続と継続のパターンの再
構成）

鋼鉄と「黒い
接着剤」

ガソリンはある重要な新しい発明に必要だっ
た。それは何か？（文章からの推論）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

移民の国

どの移民集団が合衆国への旅で船を使用した
のか？　どの集団がおそらく使わなかったの
だろうか？（文章からの推論）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

下のグラフを見なさい。このような折れ線グ
ラフは，あることがらの時期ごとの変化を示
している。このグラフは1820年から1929年の
間にこの国に来た移民の数を示している。最
も多くの移民が来たのはどの年代だろうか？
　その期間を通じてどれくらいの移民が来た
のだろうか？（グラフの読み取り）

２　歴史的な理解
（F　視覚的・数学的データの利用）

新しい生活 （なし） （なし）

厳しい生活

教育は移民にとってどのような役割を果たし
たのか？（文章の読み取り）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

移民は自分たちの文化を保つために何をした
のか？（文章の読み取り）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

仕事
工場労働者にとって生活はどのようなもの
だったのか？（文章の読み取り）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

労働組合がつ
くられる

なぜ組合は工場主に労働者の要求を聞かせる
ことができたのだろうか？（文章の読み取り）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）

章のチェック
アップ

（選択式内容確認問題：省略）
【思考と記述】
なぜ移民は合衆国に来たのだろうか？

４　歴史的な調査の能力
（D　歴史解釈の構成）

13

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
終
焉
、1860–1890

鉄道がフロン
ティアを変化さ
せる

人々は，今日，長距離をどのように移動する
だろうか？（文章をもとにした過去と現在の
比較）

１　年代順の思考
（A　過去，現在，未来の区別）

大陸横断鉄道
が建設される

下の地図は合衆国の線路を示している。サク
ラメントからオマハまでのセントラル・パシ
フィック鉄道とユニオン・パシフィック鉄道
のルートをたどりなさい。２つの新しい鉄道
が交わるユタ州の都市プロモントリーに〇を
しなさい。（地図の読み取り）

２　歴史的な理解
（E　歴史地図のデータの利用）

大陸横断鉄道を建設するのは労働者にとって
なぜ困難だったのだろうか？（文章の読み取
り）

２　歴史的な理解
（C　歴史的な語りの想像力豊かな読み）
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か？」などは，示されている本文記述をじっくり読
めば答えを導けるようになっている。その他につい
ても，記述の中に答えが埋め込まれているものが多
い。もう１つの中心を占める「文章からの推論」は，
本文記述を読み，当時を想像することによって答え
を書かせるものである。ただし，高度な思考を必要
としているわけではない。文章を丁寧に読んで時代
状況を想定すれば，解決できる問いとなっている。
基礎的ではあるが，このような活動の地道な積み重
ねが，情報を読み解き，使用するスキルの育成を下
支えする構造になっている。
　特質の第３は，以上のような教科・領域横断的な
スキルを意識しつつも，その育成には限定をかけて
いることである。ここで育成がめざされているスキ
ルには，たとえば，21世紀型スキルに挙げられて
いる「人生とキャリアのスキル」のようなものは入っ
ていない。授業の形式や学習方法の工夫でこうした
スキルの育成をねらうことは可能だが，教材自体に
はその要素は組み込まれていない。取り上げた事例
がアメリカ史のワークブックだからかもしれない
が，この領域の学習で特にねらいとすべき教科・領
域横断的なスキルを定め，それらの育成につながる
学習を集中的に行うように構成されていると考えら
れる。
　このように見てみると，章の流れは，文章の読み
取りなどの基礎的なスキルの活用を積み重ね，最後
に思考した内容を書かせることで，情報の扱いに関
する批判的思考やリテラシーの基盤を形成させる構
成になっていることがわかる。また，その蓄積をも
とに，単元末のテストでそれらの能力を活用させ発
展させる構造になっていることが見えてくる。
　以上のような傾向は，歴史学習である第５学年に
顕著ではあるが，他の学年のものにも見ることがで
きる。シリーズを通して地図の読み取りが多いが，
グラフやチャート，文章，絵，写真から情報を引き
出し記述するといった同様の活動の傾向が見られ
る。
　ワークブックという性格上，『コア・スキル社会科』
シリーズは，史資料を分析的に読み解き検討するよ
うな活動は想定されておらず，単調で，内容のレベ
ルも高いものとはいえない。しかし，学年や内容に
よってねらいとするスキルに違いがあるものの，市
民として社会生活を営む上で重要となる教科・領域
横断的なスキルを視野に入れ，その育成を促そうと
する基本姿勢を読み取ることができる。
　実際の授業を想定するならば，子どもの発達段階
に合わせた史資料を用意したり，学習形態を工夫し
たりすることが必要になるが，以上のようなスキル

育成の方略は，スキルの構造を意識して日常の学習
を組織する際の基礎的な視点となるのではないだろ
うか。

Ⅳ．おわりに
　本研究では，教科・領域の固有性と横断性を視点
にして，社会科におけるスキルの構造とその育成方
略を探った。本研究の成果は以下の２点である。
　第１は，教科・領域横断的なスキル，教科・領域
固有のスキルという観点から，社会科で育成がめざ
されるスキルの構造を整理したことである。アメリ
カのスタンダード等に基づいて，社会科で育成がめ
ざされるスキルの輪郭を描いた。
　第２は，上記のスキルの構造を意識したスキル育
成の一方略を，具体的な事例に基づいて明らかにし
たことである。取り上げた『コア・スキル社会科：
第５学年』には，地図の読み取りなどの基本スキル
を重点的に育成するスキル・ビルダーと，教科・領
域横断的なスキルの育成を視野に入れた個々の活動
および章末・単元末の「思考と記述」の活動が組み
込まれていた。領域固有のスキルの学習を基点にし
つつも，社会生活で求められる基礎的で汎用的な能
力の育成を意識して構成されていた。
　以上の成果は，特に目新しいものというわけでは
ない。本研究で示したスキル育成の方略も，「言語
活動の充実」のもとで，日本で実践されてきたもの
と重なる部分が大きい。けれども，日々の社会科の
カリキュラムや授業をデザインする上で留意してお
くべき視点をあらためて示すものとなっている。
　ただし，本研究で示したスキルの構造は，限定的
な事例に基づいて考察したため，十分なものとは
なっていない。さらに精緻なものにしていく必要が
ある。スキルの育成方略に関しても，ワークブック
を分析対象にしたため，実際のカリキュラムや授業
のあり方にまで言及できていない。現段階では初等
段階の一事例の考察にとどまっているとともに，社
会科や歴史の学習としての是非についても踏み込ん
だ検討が必要である。また，事例の限界もあり，高
次の批判的思考や，21世紀型スキルが求める態度
や性向に関わるスキルにまで視野を広げて論じるこ
とができなかった。
　スキルの育成は，市民性育成という社会科のねら
いや対象とする児童・生徒の実態と合わせて考察し
ていく必要がある。さらに幅広いスキルを組み込ん
だカリキュラムのあり方や，歴史領域以外の学習の
あり方，小中高の段階に応じたスキル育成の方略に
ついても考察をしていく必要があるだろう。今後，
検討を重ねていきたい。
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【注】
１）本研究では，「スキル」を「能力・技能」の意
味で広く捉えている。
２）松下（2017）は，「深い学び」が，知識とスキ
ルをどのように結びつけ，教科固有性と汎用性を
どう両立可能なものにしうるのかについて考察を
行っている。その中で，歴史教育に固有の歴史的
思考のスキルが汎用性にも通じていることを１つ
の例として指摘している。本研究では，この点を
踏まえて社会科のスキルの構造と育成方略に迫り
たい。また，社会科教育学研究においては，浜岡
（2003）が，社会科のスキルの全体構造を論じ，
關ほか（2010）は，社会科固有の読解力に関する
研究を行っている（現在まで継続的に行われてい
る）。これらの研究は，社会科の固有性に焦点を
当てたものと考えられる。それに対して，本研究
では，固有性と横断性の双方を視野に入れて考察
を行いたい。その他，本研究とは関心が異なるが，
水山（2012，2013）は，シティズンシップ教育に
おけるスキル育成について論じている。
３）21世紀型スキルについては，松尾（2015）や
田中（2015），黒田（2016）などでも紹介され，
考察されている。
４）P21は，現在はBattelle for Kidsのネットワーク
に加わっており，21世紀型スキルは，Battelle for 
Kidsのホームページ（https://www.battelleforkids.
org）から閲覧可能である（2019年10月22日最終
確認）。

【引用・参考文献】
Binkley, M., Erstad, O., Herman, J., Raizen, S., 

Ripley, M., Miller-Ricci, M., & Rumble, M. 
(2012). Defining twenty-first century skills. In P. 
Griffin, B. McGaw, & E. Care (Eds.), Assessment 
and teaching of 21st century skills (pp.17-66). 
New York: Springer. （翻訳書：グリフィン，P．・
マクゴー，B．・ケア，E．（編）／三宅なほみ（監
訳），益川弘如・望月俊男（編訳）（2014）『21世
紀型スキル―学びと評価の新たなかたち―』北大
路書房．）
藤岡弘輝（2010）「歴史的思考力を育成する世界史
教育の構築―米国 AP World Historyの分析を手
がかりとして―」『社会科研究』第72号，31-40.
浜岡由紀子（2003）「社会科における技能育成の論
理―“Basic Skills”シリーズの場合―」『教育学
研究紀要』第49巻，591-596.
樋口直宏（2013）『批判的思考指導の理論と実践―
アメリカにおける思考技能指導の方法と日本の総

合学習への適用―』学文社．
Houghton Mifflin Harcourt Publishing Company. 

(2014). Core skills social studies: Grade 5.
池尻良平（2015）「学習者から捉え直した歴史の可
能性」岡本充弘ほか編『歴史を射つ―言語論的転
回・文化史・パブリックヒストリー・ナショナル
ヒストリー―』（pp.338-360），御茶の水書房．
池尻良平（2019）「学びの過程からみる歴史教育」『歴
史評論』第828号，41-49.

石原光（2010）「リーディングを用いた批判的思考
力を育成する単元の開発―高等学校歴史教育を事
例として―」『教育学研究紀要』第56巻，526-
531．
甲斐進一（2004）「米国社会科の批判的思考論の動向」
『日本デューイ学会紀要』第45号，21-28.
河合優哉（2005）「シンキングスキル教育の包括的
アプローチに基づく思考教授―社会科におけるシ
ンキングスキル教育の活用の探究―」『大阪教育
大学社会科教育学研究』第4号，37-46．
川上具美（2013）「米国イリノイ州歴史スタンダー
ドにおける歴史的思考力についての考察」『国際
教育文化研究』Vol.13，87-98.

児玉康弘（2001）「歴史教育における批判的思考力
の育成―『スペイン内戦』の解釈批判学習―」『広
島大学附属中・高等学校研究紀要』第47号，
1-15.
黒田友紀（2016）「21世紀型学力・コンピテンシー
の開発と育成をめぐる問題」『学校教育研究』第
31巻，8-22.
楠見孝・道田泰司（編）（2015）『批判的思考―21
世紀を生きぬくリテラシーの基盤―』新曜社．
楠見孝・道田泰司（編）（2016）『批判的思考と市民
リテラシー―教育，メディア，社会を変える21
世紀型スキル―』誠信書房．
松尾知明（2015）『21世紀型スキルとは何か―コン
ピテンシーに基づく教育改革の国際比較―』明石
書店．
松下佳代（編）（2010）『〈新しい能力〉は教育を変
えるか―学力・リテラシー・コンピテンシー―』
ミネルヴァ書房．
松下佳代（2017）「深い学びにおける知識とスキル
―教科固有性と汎用性に焦点をあてて―」『教育
目標・評価学会紀要』第27号，1-10.
水山光春（2012）「スキルの育成を視点としたシティ
ズンシップ教育活性化の検討」『京都教育大学教
育実践研究紀要』第12号，33-42.
水山光春（2013）「スキルの育成を視点としたシティ
ズンシップ教育活性化の検討（Ⅱ）―シティズン

山田　秀和

− 20 −

か？」などは，示されている本文記述をじっくり読
めば答えを導けるようになっている。その他につい
ても，記述の中に答えが埋め込まれているものが多
い。もう１つの中心を占める「文章からの推論」は，
本文記述を読み，当時を想像することによって答え
を書かせるものである。ただし，高度な思考を必要
としているわけではない。文章を丁寧に読んで時代
状況を想定すれば，解決できる問いとなっている。
基礎的ではあるが，このような活動の地道な積み重
ねが，情報を読み解き，使用するスキルの育成を下
支えする構造になっている。
　特質の第３は，以上のような教科・領域横断的な
スキルを意識しつつも，その育成には限定をかけて
いることである。ここで育成がめざされているスキ
ルには，たとえば，21世紀型スキルに挙げられて
いる「人生とキャリアのスキル」のようなものは入っ
ていない。授業の形式や学習方法の工夫でこうした
スキルの育成をねらうことは可能だが，教材自体に
はその要素は組み込まれていない。取り上げた事例
がアメリカ史のワークブックだからかもしれない
が，この領域の学習で特にねらいとすべき教科・領
域横断的なスキルを定め，それらの育成につながる
学習を集中的に行うように構成されていると考えら
れる。
　このように見てみると，章の流れは，文章の読み
取りなどの基礎的なスキルの活用を積み重ね，最後
に思考した内容を書かせることで，情報の扱いに関
する批判的思考やリテラシーの基盤を形成させる構
成になっていることがわかる。また，その蓄積をも
とに，単元末のテストでそれらの能力を活用させ発
展させる構造になっていることが見えてくる。
以上のような傾向は，歴史学習である第５学年に

顕著ではあるが，他の学年のものにも見ることがで
きる。シリーズを通して地図の読み取りが多いが，
グラフやチャート，文章，絵，写真から情報を引き
出し記述するといった同様の活動の傾向が見られ
る。
　ワークブックという性格上，『コア・スキル社会科』
シリーズは，史資料を分析的に読み解き検討するよ
うな活動は想定されておらず，単調で，内容のレベ
ルも高いものとはいえない。しかし，学年や内容に
よってねらいとするスキルに違いがあるものの，市
民として社会生活を営む上で重要となる教科・領域
横断的なスキルを視野に入れ，その育成を促そうと
する基本姿勢を読み取ることができる。
実際の授業を想定するならば，子どもの発達段階

に合わせた史資料を用意したり，学習形態を工夫し
たりすることが必要になるが，以上のようなスキル

育成の方略は，スキルの構造を意識して日常の学習
を組織する際の基礎的な視点となるのではないだろ
うか。

Ⅳ．おわりに
　本研究では，教科・領域の固有性と横断性を視点
にして，社会科におけるスキルの構造とその育成方
略を探った。本研究の成果は以下の２点である。
　第１は，教科・領域横断的なスキル，教科・領域
固有のスキルという観点から，社会科で育成がめざ
されるスキルの構造を整理したことである。アメリ
カのスタンダード等に基づいて，社会科で育成がめ
ざされるスキルの輪郭を描いた。
第２は，上記のスキルの構造を意識したスキル育

成の一方略を，具体的な事例に基づいて明らかにし
たことである。取り上げた『コア・スキル社会科：
第５学年』には，地図の読み取りなどの基本スキル
を重点的に育成するスキル・ビルダーと，教科・領
域横断的なスキルの育成を視野に入れた個々の活動
および章末・単元末の「思考と記述」の活動が組み
込まれていた。領域固有のスキルの学習を基点にし
つつも，社会生活で求められる基礎的で汎用的な能
力の育成を意識して構成されていた。
以上の成果は，特に目新しいものというわけでは

ない。本研究で示したスキル育成の方略も，「言語
活動の充実」のもとで，日本で実践されてきたもの
と重なる部分が大きい。けれども，日々の社会科の
カリキュラムや授業をデザインする上で留意してお
くべき視点をあらためて示すものとなっている。
　ただし，本研究で示したスキルの構造は，限定的
な事例に基づいて考察したため，十分なものとは
なっていない。さらに精緻なものにしていく必要が
ある。スキルの育成方略に関しても，ワークブック
を分析対象にしたため，実際のカリキュラムや授業
のあり方にまで言及できていない。現段階では初等
段階の一事例の考察にとどまっているとともに，社
会科や歴史の学習としての是非についても踏み込ん
だ検討が必要である。また，事例の限界もあり，高
次の批判的思考や，21世紀型スキルが求める態度
や性向に関わるスキルにまで視野を広げて論じるこ
とができなかった。
スキルの育成は，市民性育成という社会科のねら

いや対象とする児童・生徒の実態と合わせて考察し
ていく必要がある。さらに幅広いスキルを組み込ん
だカリキュラムのあり方や，歴史領域以外の学習の
あり方，小中高の段階に応じたスキル育成の方略に
ついても考察をしていく必要があるだろう。今後，
検討を重ねていきたい。
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